共に も 思案に余 りまして ね」 

四十 女の ひたいの 皺 をみ て、 半 七 は 大抵 想像が つい 

た。 お 亀 は 今年 十七に なるお 蝶と いう 娘 を 相手に、 永 

きわ 

代 橋の 際に 茶店 を 出して いる。 お 蝶 は 上品な 美しい 娘 

で、 すこし 寡言で おとなし 過ぎる のを疵 にして、 若い 

あた、 

客 を ひき 寄せる に は 十分の 価，" を もっていた。 お 亀 も 

この美し い 娘 を 生んだ こと を 誇りと していた。 その 娘 

について 何 か 苦労が 出来た といえば、 半 七で なくても 

大抵の 見当 は 付く。 親孝行のお 蝶が 親よりも 更に 大事 

いざこざ 

な 人 を 見付け だした という 紛糾に 相違ない。 稼業が 稼 

や ぼ 

業 だけに、 それ を やかましく 云う の も 野暮 だと 半 七 は 



よぎ 

蝶 は 雪の ように 白い 衾につつ まれた。 どこかで 四ッ 

(午後 十 時) の 鐘が ひびいた。 幽霊の ような 女た ち は 

足音 もせずに 再び そ つ と 消えて しま つ た。 

その 晚が おそろしかった。 

二 

神経の ふるえて いるお 蝶 はとても 安々 と 寝つ かれる 

害はなかった。 生まれてから 一度 も 寝た ことのない 衾 

や 蒲団の 柔か 味が、 却って かれに 異様の 肌 障り を あた 

えて、 ふわ ふわと 宙に 浮いて いるよう な 一種の 不安 を 



「親分が いらし つて 下されば、 わたくし もどん なに 気 

丈夫 だか 判りません。 では、 まことに 勝手が ましゅう 

ございま すが、 あしたに もちよい とお 出で を 願いとう 

ございます」 

お 亀 はしき りに 念 を 押して 頼んで 帰った。 あくる 日 

は 十五夜で、 晴れた空に は 秋風が 高く 吹いて いた。 朝 

すすき ひるまえ 

早くから 薄 を 売る 声が きこえた。 半 七 は 午前に ほか 

の 用 を 片付けて、 八ッ (午後 二 時) 頃から お 亀の 家 を 

たずねた。 お 亀の 家 は 浜 町 河岸に 近い 路地の 奥で、 入 

口の 八百屋に も 薄 や 枝豆が たくさん 積んで あった。 近 

所の 大きい 屋敷の なかで は 秋の 蟬が 鳴いて いた。 



凛と した 声で きめ 付けられて、 お 亀 はいよ いようろ 

ふくさ 

たえて いると、 女 は 袱紗に つつんで 来た 小判の つつみ 

を 出して、 うす 暗い 行燈の 前へ 二つなら ベた。 

「御 約束の 御手 当て は 二百 両、 封の ままで 唯今お 渡し 

申します。 さあ、 どうぞ 娘 御 を これへ」 

「は、 ま、.」 

「あくまでも 御 不承知 か。 お 役目 首尾よく 相 勤め ませ 

ねば、 わたくし 此の 場で 自害で もいた さねば 相 成り ま 

せぬ」 

彼女 は 更に 帯の あいだから 袋に 入れた 懐剣の ような 

と ひとみ 

もの を把リ 出して 見せた。 その 鋭い 瞳の ひかりに 射 



女 は 受け あ) J の 細お もてに 薄化粧 を して、 眼の 涼しい、 

鼻の たかい、 見る からに 男 まさりと でもい いそうな 女 

振りで、 髪 は 御殿 風の 片 はずしに 結って いた。 

「御免ください まし」 

えしゃく 

半 七 は 何げ なく 挨拶す ると、 女 は 黙って 鷹揚に 会釈 

した。 

「わたくし はこのお 亀の 親戚の 者で ございま すが、 う 

けた まわり ますれば、 こちらの 娘 を 御所 望と か 申す こ 

とで。 なにぶん にも 婿取りの 一 人 娘で は ございま すが、 

それほど 御所 望と 仰し やる から は、 御 奉公に 差し上げ 

まい もので も ございません」 



「どうやら 御 来客の 御 様子で ござり ますな」 

「はい」 

「では、 重ねてまい りましょう」 

引つ 返そうと する らしい 女 を、 半 七 は 内から 呼び か 

えした。 

「あの、 恐れ入り ますが、 しばらく お控えく ださい ま 

し。 ここに あなたの 偽物が まいって 居ります から、 ど 

うか 御 立ち会いの 上で 御 吟味 をね がいとう 存じます が 

…：- J 

はじめの 女 はいよ いよ 顔色 を 変えた が、 彼女 はもう 

度胸 を 据えたら しく、 急に にゃにゃ 笑い出した。 



「親分。 お 見 それ 申して 相 済みません。 さっき からど 

う も 唯の 人で ない らしい と 思って いました が、 おまえ 

さん は 三 河 町の 親分 さ んで ございま したね。 もういけ 

ません。 頭巾 をぬ ぎましょう よ」 

「そんな こと だろうと 思った」 と、 半 七 も 笑った。 「実 

は 表へ まわって 見る と、 御大 名の 御屋敷のお 迎 いが 辻 

駕籠 もめず らしい。 奥 女中の 指に は 撥胝が ある。 どう 

もこれ じゃあ 芝居に ならね え。 おめえ は 一 体 どこから 

化けて 来たんだ。 偽迎 いも 偽 上使 もい いが、 役者の 好 

い 割 にゃあ 舞台が ちっとも 栄えね え じゃあね え か」 

「どうも 恐れ入りました」 と、 女 は 頭 をす こし 下げた _ 
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